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倫　理

Ⅰ．全体講評

今回の第 2回センター試験本番レベル模試の平均
点は 41.53 点であった。2月に実施した前回より若
干下がったとはいえ、ほぼ同水準と言えよう。年に
6回実施する東進のセンター型模試は 2月実施の初
回から 12 月実施の最終回までセンター試験本番レ
ベルで行うので、初回から始まって平均点が次第に
上昇するというのが通例になっている。今回の結果
ではまだほとんど変化らしい変化は見られなかった
ので、多くの受験生にとってまだまだようやく学習
が緒についたばかりという状況であろうか。
学習していない範囲についての知識がないのは当

然のことなので、未習分野について点が取れなくて
も何も気にすることはない。ただ、純然たる読解問
題での正答率が振るわない点については留意が必要
であろう。どういうことかというと、センター倫理
では第 2問から第 4問に関して「本文の趣旨」を問
う問題が毎年出題されている。これは冒頭の 1000
字ほどからなるリード文を読んでその内容を理解し
さえすればいいというもので、要するに国語の問題
であるわけだから倫理についての学習の如何とは
まったく関係ないのだが、とくに第 2問・第 3問で
この正答率が芳しくなかった。この手の問題はいつ
でも確実に得点できるはずのものであり、また平均
点も高いものなので、こうしたところで失点するの
は実にもったいないことである。
あとは第 5問の正答率が低かった点が目につく。

現代社会分野に関するこの第 5問は割と常識だけで
解けるということで甘く見てしまい、時間的な都合
でまったく学習しないままに終わる受験生が例年非
常に多い。だが 2008 年センター試験ではほとんど
の教科書・参考書に掲載されていない用語が出題さ
れるなど、やや難化の兆しも見られる。この分野に
ついても遅かれ早かれ対策を立てるようにしてもら
いたい。

20％

15％

10％

5％

0％

得点率

得点分布　倫理

受
験
者
数
の
割
合

０
％
〜
10
％
〜

20
％
〜

30
％
〜

40
％
〜

50
％
〜

60
％
〜

70
％
〜

80
％
〜

90
％
〜
満
点

35％

30％

25％

Ⅱ．設問別分析

第 2回センター本試験レベル模試の大問別の得点
率は以下のようになっている。
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第 1問　時代の変化と青年
正答率は 75.4％と高かった。とくに問１と問３の

正答率はかなり高い結果であったのだが、むしろこ
れらの問題で不正解となった受験生がいるというこ
とに注意を促したい。文章を普通に読む力がありさ
えすれば確実に正答できるはずの設問なのだが、緊
張や気の緩みなどの理由により、もったいない失点
をしているのではないか。設問別の正答率は以下の
通り。
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マーク番号 1 2 3
正　答 ④ ① ④
正答率 90.5% 63.6% 72.1%

問 2 2 　…正解①。正答率 63.6%

①
（正答）
63.6％

②
8.8％

③
20.7％

④
5.6％

第 1問　問 2　各選択肢の選択率

※注）無回答・マークミスは割愛したため，
　　　選択率の合計は100％にならないことがある。
　　　以下同様。

第 1問の中では本問が最も低い正答率であっ
た。固有の知識が必要な唯一の問題だったわけだ
が、青年分野はほとんどの受験生が既習のはずだ
から、もう少しできてもよかった。この分野で覚
えるべき内容は少ないので、人名とその重要キー
ワードなどは確実に押さえるようにしたい。

第 2問　知性について
正答率は 41.7％。問 3・問 5・問 7がそれなりの

正答率になっているのは、源流思想分野を学習済み
の受験生が多いことを意味しているのであろう。た
だ後述のように問 2・問 4のような標準的な問題で
の失点も目立ち、まだ十分な理解ができているとは
言えない状況だと考えられる。設問別の正答率は以
下の通り。

マーク番号 4 5 6 7 8 9
正　答 ④ ② ① ④ ③ ②
正答率 45.4% 55.3% 8.6% 68.1% 18.9% 43.3%

マーク番号 10 11 12
正　答 ③ ④ ①
正答率 36.7% 51.2% 47.4%

問 2 6 　…正解①。正答率 8.6%
本問は全問を通じて群を抜いて低い正答率であ
り、また本問で正解の①はもっとも低い選択率で
あった。たしかに少々難易度の高い設問ではある
が、約半数の受験生が②を選んだのは大いに問題
である。アリストテレスはプラトンとの対比で学
習されるべきなので、②を選んだということはこ
の基本が理解できていないということだ。よく復
習をしてもらいたい。

問 4 8 　…正解③。正答率 18.9%

第 2問　問 4　各選択肢の選択率

④
5.2％

②
29.3％

①
45.5％

③
（正答）
18.9％

②を選んだ受験生は前半部分の記述だけで即断
してしまったのではないか。プラトンがムセイオ
ンを作り、アリストテレスがリュケイオンを作っ
たという事実まで覚えておこう。①を選んだ受験
生が多かったが、「哲学」のギリシア語が「知を
愛する」という意味を持つ大事な知識がなかった
ということであろう。

第 3問　日本における「道」
正答率は 40.3％。問 6・問 7の正答率が思いのほ

か高かったが、日本史を履修している受験生がいる
ことも関係しているのだろうか。和歌についての問
4も事前予想より正答率が高いので、読解力も悪く
ない。ただ問 2・問 3のような典型的な日本思想に
ついての問題の出来が悪いところから判断すると、
やはりまだまだこの分野をきちんと学習している受
験生は多くないようだ。設問別の正答率は以下の通
り。




